
「キッチンばさみ」                               2020年 5月 2日 渡戸千穂 

 

 入院して手が不自由になり包丁がもう使えないと思ったので、キッチンばさみを仕方なく買った。 

 以前旅行したソウルの焼き肉店で、韓国の方がジョキジョキ肉をキッチンばさみで切っていたの

を見て、おもしろいことをするものだと思っていた。 

 けれど、このキッチンばさみを使ってみると案外使える。 

 半解凍の豚肉の切り落としもザクザク切れる。鶏もも肉もザクザク切れる。水菜も豆苗も皿の上

でザクザク切るだけだ。 

 包丁とまな板を使わないことが、これほどストレスを減らし、料理に対する抵抗を低減させるとは

思いもよらかった。料理のレパートリーが格段に増えた。 

 今では包丁でかぼちゃを切れるまでに回復したのだが、キッチンばさみはもう私の一部だ。 

 まさに、馬鹿とはさみは使いようだ。 

 世の料理をするあらゆる人に伝えたい。 

 キッチンばさみは使える。 


